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 続いて、三章では、Pst DC3000病徴発現におけるトマト（Solanum lycopersicum）植物のジ


















               審   査   の   要   旨 
 
 
 植物-病原細菌相互作用を研究するためハイスループットスクリーニングに適した新たなフ
ラッド接種法を開発し、その有効性を実証したことは大変意義深い。それにより、シロイヌナ
ズナ変異体ライブラリーとPseudomonas syringae変異体ライブラリーによる効率的な解析が可
能になった。また、本手法は自然感染に近い接種法なので、接種された細菌の植物体上での局
在（分布も）も経時的に解析可能にしている。さらに、それらはデータのばらつきが少なくか
つ再現性の高いものである。その特徴を活かして、AlgUというアルギン酸合成遺伝子調節因子
が病原性を調節していることを新たに見いだしている。本論文において、新たな手法開発によ
り、これまで見いだしにくい相互作用の新たな因子の発見に至っており、植物-病原細菌相互作
用の研究をさらに加速させることが期待される。 
 以上のように、本博士論文における植物-病原細菌相互作用を研究するための新たなフラッド
接種法の開発は様々な植物-植物病原細菌相互作用研究のツールとして広く活用されることが
期待される。また、本論文における新たな病原性調節因子の発見は、基礎研究として評価出来
るとともに農学の観点からも有用である。 
 
 平成３０年１月１１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審
査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行っ
た。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
